
鶴
岡
市
の
平
成

年
度

25

予
算
案
が

日
、
議
会
に

19

示
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
前
年

度
よ
り

億
７
４
０
０
万

11

円
（
１
・
９
％
）
増
の
６

１
６
億
７
１
０
０
万
円
で
、

２
年
連
続
６
０
０
億
円
を

超
え
ま
し
た
。

主
な
事
業
は
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
補
助

金
に
中
古
住
宅
購
入
改
修

工
事
を
新
た
に
追
加
し
、

１
６
０
０
万
円
増
の
８
６

０
０
万
円
（

年
度
は
９

24

月
補
正
で
３
１
７
４
万
円

追
加
し
９
１
７
４
万
円
）、

歳
未
満
の
子
ど
も
が
３

12

人
以
上
い
る
世
帯
で
第
３

子
以
降
保
育
料
を
無
料
化

（
１
億
４
５
２
万
円
）、
食

文
化
創
造
都
市
推
進
事
業

は
、
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
認
定

を
目
指
し
、
世
界
的
な
シ

ェ
フ
、
ア
ラ
ン
・
デ
ユ
カ

ス
氏
を
招
き
料
理
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
と
し
て
い

ま
す
（
１
５
２
９
万
円
）。

国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

由
良
コ
ミ
セ
ン
や
朝
暘
４

小
、
鼠
ヶ
関
小
、
温
海
中

に
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池

を
整
備
す
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
基

金
事
業
９
８
１
４
万
円
、

市
立
荘
内
病
院
医
師
確
保

に
修
学
資
金
制
度
創
設（
６

０
０
万
円
）
な
ど
。

藤
島
地
域
の
予
算

藤
島
地
域
で
は
「
藤
島

城
址
前
等
整
備
・
歴
史
公

園
整
備
事
業
」
が

年
度

24

３
月
補
正
（

年
度
繰
越

25

明
許
）
で
１
億
２
５
４
７

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
介
護
基
盤
緊
急
整
備

交
付
金
を
活
用
し
、
認
知

症
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
が
八
色
木
に
整
備
さ

れ
ま
す
。

運
営
主
体
は
十
和
建
設

(

株)
で
、
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
和
心
」

ふ
じ
荘
（
小
鷹
栄
一
施
設

長
）
の
隣
の
同
「
こ
も
れ

び
」
１
ユ
ニ
ッ
ト
（
９
床
）

に
１
ユ
ニ
ッ
ト
増
床
し
ま

す（

年
３
月
開
所
予
定
）。

26
調
理
員
は
正
職
員
６
人
、

６
時
間
５
人
、
４
時
間
パ

ー
ト
２
人
の

人
体
制
で
、

13

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
は
希

望
者
全
員
が
会
社
に
再
雇

用
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

２
月

日
か
ら
、
移
行

18

に
向
け
て
の
業
務
引
き
継

ぎ
や
研
修
な
ど
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
合
理
化

鶴
岡
市
は
学
校
給
食
の

民
間
委
託
を
平
成

年
４

23

月
か
ら
朝
日
と
櫛
引
地
域

に
、

年
４
月
か
ら
温
海

24

地
域
に
拡
大
し
、
朝
日
と

櫛
引
は(

株)

東
洋
食
品（
本

社
・
東
京
都
台
東
区
）
に
、

温
海
は
療
食(

株)

ベ
ス
ト

に
委
託
し
て
い
ま
す
。

羽
黒
地
域
は

年
４
月

24

か
ら
自
校
給
食
を
廃
止
し
、

白
山
の
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
搬
送
し
て
い
ま

す
。調

理
業
務
の
民
間
委
託

で
は
、
市
の
栄
養
士
が
民

間
業
者
の
個
々
の
従
業
員

に
対
し
て
直
接
恒
常
的
に

指
揮
命
令
を
お
こ
な
う
こ

と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
日
常
的
一
般

的
な
調
理
の
指
示
は
業
者

の
責
任
者
と
の
事
前
の
打

ち
合
わ
せ
な
ど
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

本
来
、
直
営
で
は
食
材

に
応
じ
た
調
理
法
や
子
ど

も
た
ち
に
あ
わ
せ
た
調
味

法
と
い
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
で
き
な
い
技
能
を
調
理

師
と
栄
養
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
熟
練
度
を

上
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
で
き
な
く
な
る

の
が
民
間
委
託
で
す
。

評
価
を
下
げ
る

藤
島
で
は
「
サ
ン
サ
ン

畑
の
会
」
に
よ
り
、
野
菜

の
藤
島
産
使
用
率

・
１

52

％
（
庄
内
産
含
め

・
５

72

％
／

年

月
現
在
）
と
、

24

11

セ
ン
タ
ー
給
食
で
は
地
場

産
使
用
割
合
が
全
国
ト
ッ

プ
水
準
で
す
。

地
元
の
最
高
の
野
菜
で

子
ど
も
た
ち
に
給
食
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い

が
結
集
し
た
成
果
で
す
。

鶴
岡
市
の
一
連
の
学
校

給
食
の
合
理
化
と
商
業
主

義
の
導
入
は
、
公
教
育
と

し
て
の
学
校
給
食
の
評
価

を
下
げ
る
こ
と
に
な
る
の

だ
と
気
付
く
べ
き
で
す
。
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月２００円程度）
2月 16人 26,400円
1月 47人 37,150円

民
報
藤
島
２
月
３
日
号
の
「
ふ
じ
の
花
荘
の
前
の
道
路
が

曲
が
り
く
ね
っ
て
車
の
交
差
に
困
る
」
と
い
う
記
事
に
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆

☆

☆

冬
の
大
雪
時
、
こ
り
す
保
育
園
へ
の
園
児
送
迎
に
際
し
て

車
の
交
差
に
支
障
を
来
し
、
大
変
車
が
混
雑
す
る
の
で
す
。

平
成

年
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
完
成
の
時
に
は
、
車
の
ス

10

ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め
る
効
果
が
あ
り
と
、
そ
れ
な
り
の
意
味
が

あ
っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
６
年
経

過
し
て
保
育
園
が
建

設
さ
れ
、
関
係
者
の

多
く
に
色
々
迷
惑
が

及
ぶ
こ
と
が
現
実
と

な
っ
た
以
上
、
く
ね

っ
た
部
分
を
廃
し
、

直
線
道
路
に
改
修
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

（
中
町
・
成
澤
功
）

藤島地域の主な事業（当初予算）
事業名 25年度 24年度 23年度 22年度 21年度

藤島城址前等整備・歴史公園 H24.3補正 1008万円 803万円 1493万円 810万円

整備事業 1億2547万円

東田川文化記念館運営事業 1402万円 1440万円 1372万円 1381万円 1465万円

藤島体育館管理運営事業 2908万円 2914万円 2921万円 2953万円 3181万円

農村環境改善センター運営費 736万円 748万円 544万円 606万円 623万円

藤
島
の
学
校
給
食
の
調
理

療
食(

株)

ベ
ス
ト
に
委
託

藤
島
ふ
れ
あ
い
食
セ
ン

タ
ー
・
サ
ン
サ
ン
の
調
理

業
務
が
、
市
の
「
行
革
」

の
方
針
で

年
度
か
ら
民

25

間
委
託
さ
れ
ま
す
。

月

日
に
５
業
者
の

11

28

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定
が
お

こ
な
わ
れ
、
療
食(

株)

ベ

ス
ト
に
決
ま
り
ま
し
た
。

期
間
は
２
年
間
、
契
約

額
は
年
２
５
６
５
万
円
。

応
募
業
者
は
他
に
、
庄

内
給
食
セ
ン
タ
ー
、
メ
フ

ォ
ス
、
東
洋
食
品
、
ニ
ッ

コ
ク
ト
ラ
ス
ト
東
日
本
で

し
た
。

サ
ン
サ
ン
で
は
現
在
、



「
デ
フ
レ
経
済
の
打
開

は
賃
上
げ
で
」
と
い
う
機

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

発
端
は
８
日
の
衆
院
予

算
委
員
会
で
、
日
本
共
産

党
の
笠
井
亮
議
員
が
「
大

企
業
は
内
部
留
保
を
還
元

し
労
働
者
の
賃
金
を
上
げ

る
べ
き
だ
。
政
治
が
ル
ー

ル
を
つ
く
れ
」
と
求
め
た

こ
と
。

安
倍
総
理
は

日
、
財

12

界
３
団
体
ト
ッ
プ
に
早
速

賃
上
げ
を
要
請
し
ま
し
た
。

「
業
績
を
改
善
し
て
い

る
企
業
の
報
酬
引
き
上
げ

を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
」

と
表
明
。
日
本
経
団
連
が

「
賃
下
げ
宣
言
」
を
し
て

い
る
も
と
で
異
例
の
要
請

で
す
。

米
倉
弘
昌
経
団
連
会
長

は
、「
業
績
が
良
く
な
れ
ば

給
与
や
雇
用
の
増
大
に
つ

な
が
る
」
と
述
べ
、

日
12

の
定
例
記
者
会
見
で
「（
首

相
の
意
向
を
）
会
員
企
業

に
伝
え
る
」
と
表
明
し
ま

し
た
。

公
明
党
も
続
い
て

日
、

19

米
倉
弘
昌
経
団
連
会
長
に

賃
上
げ
を
要
請
し
ま
し
た
。

笠
井
氏
は
８
日
の
質
問

で
、「
平
均
給
与
年
額
が
一

番
高
か
っ
た
１
９
９
７
年

と
２
０
１
１
年
を
比
べ
る

と
、
企
業
の
内
部
留
保
は

１
２
０
兆
円
以
上
増
え
て

い
る
が
、
平
均
給
与
は
66

万
円
も
減
っ
て
い
る
」
と

パ
ネ
ル
を
示
し
、

笠
井

大
企
業
は
大
幅

に
利
益
を
増
や
し
た
の
に

働
く
人
の
所
得
を
減
ら
し
、

内
部
留
保
や
株
主
配
当
に

持
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
で

は
な
い
の
か
。

麻
生
太
郎
財
務
相

企

業
は
巨
大
な
内
部
留
保
を

賃
金
や
配
当
、
設
備
投
資

に
回
さ
ず
、
じ
っ
と
た
め

込
ん
で
き
た
。
そ
の
「
企

業
マ
イ
ン
ド
（
心
情
）」
が

問
題
だ
。

安
倍
首
相

来
週
、
企

業
経
営
者
を
集
め
、
内
部

留
保
を
賃
金
に
つ
か
う
こ

と
が
ひ
い
て
は
企
業
の
収

益
に
つ
な
が
る
と
協
力
を

要
請
す
る
つ
も
り
だ
。

両
氏
と
も
、
企
業
が
内

部
留
保
を
労
働
者
の
賃
金

引
き
上
げ
に
つ
か
っ
て
い

な
い
こ
と
を
認
め
、
そ
れ

を
賃
金
に
回
す
こ
と
の
重

要
性
を
認
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は

日
、

14

「
働
く
み
な
さ
ん
へ
の
ア

ピ
ー
ル
」
を
発
表
し
、
政

府
に
「
本
腰
を
入
れ
て
賃

上
げ
政
策
を
と
れ
」
と
求

め
て
い
ま
す
。

動
き
は
、
ア
メ
リ
カ
中
心

だ
か
ら
中
南
米
な
ど
の
知

識
な
ど
は
ま
こ
と
に
心
細

い
。
こ
こ
で
見
逃
せ
な
い

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
の
地
域
で
読
み
書
き
で

き
な
い
人
は
３
６
０
０
万

人
、う
ち
女
性
が

％
。「
国

55

民
が
歴
史
や
文
化
に
つ
い

て
知
識
を
得
る
こ
と
な
し

に
公
正
な
社
会
を
つ
く
れ

な
い
」
と
し
て
標
記
の
目

標
を
決
め
た
。

識
字
率
が
低
い
理
由
は
、

「
米
国
主
導
で
弱
肉
強
食

の
新
自
由
主
義
が
押
し
付

け
ら
れ
た
結
果
、
多
く
の

国
が
公
教
育
を
放
棄
。
学

費
の
高
い
私
立
学
校
に
通

え
な
い
貧
困
層
は
最
低
限

の
教
育
を
受
け
ら
れ
」
な

く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
。

こ
こ
に
も
ア
メ
リ
カ
新
自

由
主
義
の
悪
が
見
え
る
。

こ
の
地
域
は
、
か
つ
て

「
ア
メ
リ
カ
の
庭
」
と
言

わ
れ
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り

に
さ
れ
て
来
た
。
し
か
し

今
は
反
新
自
由
主
義
を
唱

え
脱
ア
メ
リ
カ
に
向
か
っ

て
い
る
。
こ
の
動
き
も
こ

の
流
れ
の
中
に
あ
る
。
こ

の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
あ
る
。
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
で
は
、
主
婦
の
家
事

労
働
を
有
償
と
し
て
国
が

一
定
の
援
助
を
し
て
い
る

な
ど
で
あ
る
。

で
注
意
を
喚
起
さ
れ
た
ピ

ッ
チ
ャ
ー
は
い
い
結
果
を

出
し
た
の
だ
っ
た
。

▼
俺
達
の
昔
の
試
合
は
ど

っ
ち
が
勝
っ
た
か
記
憶
に

な
い
が
、
俺
達
が
勝
っ
た

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
も
暴
力

だ
ろ
う
か
。
巨
人
の
あ
れ

を
避
難
し
た
メ
デ
ィ
ア
は

な
か
っ
た
気
が
す
る
が
。

▼
そ
れ
に
比
べ
て
、
女
子

柔
道
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

も
つ
な
が
る
方
々
の

人
15

か
ら
訴
え
ら
れ
る
よ
う
な

タ
イ
バ
ツ
と
言
わ
れ
る
の

は
ど
ん
な
事
を
し
た
ん
だ

ろ
う
か
、
と
思
う
。

▼
自
死
し
た
高
校
生
は
何

回
も
ホ
ッ
ペ
タ
を
タ
タ

10か
れ
傷
ま
で
あ
っ
た
と
言

う
か
ら
、
指
導
で
は
な
く

正
に
犯
罪
行
為
だ
。

▼
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も

実
力
を
発
揮
さ
せ
る
指
導
、

ハ
ッ
プ
ン
さ
せ
る
指
導
が

あ
る
だ
ろ
う
ヨ
。
そ
の
道

の
専
門
家
で
し
か
も
先
輩

な
ん
だ
か
ら
サ
。
全
国
の

フ
ァ
ン
は
、
柔
道
発
祥
の

地
と
し
て
世
界
か
ら
注
目

さ
れ
る
姿
を
、
新
し
い
指

導
者
に
期
待
し
て
ま
す
よ
。

（
石
川
）

年
に
識
字
率
を
１
０
０
％

中
南

20米
諸
国

脱
ア
メ
リ
カ
新
自
由
主
義

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

税
の
時
期
に
な
っ
た

小
学
校
何
年
生
位
だ
っ

た
ろ
う
か
、
古
い
マ
ン
ト

や
だ
る
ま
地
で
グ
ロ
ー
ブ

を
作
り
軟
球
で
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
し
た
も
ん
だ
が
、

そ
れ
以
前
は
柔
ら
か
い
ボ

ー
ル
だ
っ
た
。
僅
か
の
空

き
地
で
ゴ
ロ
で
や
っ
た
の

が
俺
の
野
球
の
始
ま
り
だ
。

▼
野
球
で
思
い
出
す
の
が

職
場
対
抗
と
い
う
事
で
他

町
村
と
や
る
野
球
だ
。
あ

る
時
の
試
合
で
キ
ャ
ッ
チ

ャ
ー
が
タ
イ
ム
を
取
っ
た
。

ナ
ゼ
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
と

思
い
な
が
ら
も
１
塁
に
い

た
俺
は
、
２
塁
に
い
る
仲

間
に
言
っ
た
ん
だ
。
セ
カ

ン
ド
、
タ
ダ
ガ
イ
ッ
ゼ
と
。

予
感
通
り
頭
を
ペ
チ
ャ
ン

と
や
っ
た
も
ん
だ
。

▼
こ
れ
を
去
年
プ
ロ
野
球

で
見
た
の
だ
。
多
く
の
人

が
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
も

の
だ
が
、
巨
人
の
阿
部
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
タ
イ
ム
を

取
っ
て
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
頭

を
タ
タ
イ
た
の
だ
。
こ
れ

デ
フ
レ
経
済
の
打
開
は

賃
上
げ
で

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
２
月
10

日
付
国
際
欄
で
あ
る
。
メ

デ
イ
ア
が
報
ず
る
世
界
の
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